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平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
、
大
津
町
下

町
区
で
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
発
足
。
区

内
の
60
歳
以
上
の
住
民
が
会
員
で
、
現
在

は
女
性
部
を
含
め
て
約
50
人
が
所
属
す
る
。

顕
彰
会
は
、
光
右
衛
門
の
命
月
で
あ
る
２

月
に
墓
前
祭
を
開
き
、
神
事
の
あ
と
に
は

手
作
り
の
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
振
る
舞
う
の
が

恒
例
。
つ
つ
じ
祭
り
や
地
蔵
祭
り
な
ど
、

町
内
の
行
事
で
は
展
示
や
相
撲
甚
句
の
披

露
を
行
い
、
地
域
に
伝
わ
る
相
撲
文
化
の

継
承
に
力
を
注
い
で
い
る
。
ま
た
、
町
内

の
小
学
校
に
あ
る
土
俵
を
清
掃
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
相
撲
に
触
れ
る
環
境
を
整

え
て
い
る
。

　

不
知
火
光
右
衛
門
顕
彰
会
の
活
動
で

は
、
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
相
撲
甚
句
を
唄
っ

て
い
る
。
相
撲
甚
句
は
、
力
士
た
ち
の
世

界
で
唄
い
継
が
れ
て
き
た
七
五
調
の
囃
子

歌
。
民
謡
や
詩
吟
に
似
な
が
ら
も
、
節
回

し
や
間
の
取
り
方
に
独
特
の
味
が
あ
る
。

唄
え
る
限
り
、
唄
い
続
け
る
―
―

　

現
在
の
唄
い
手
は
二
代
目
・
帆
保
清
信

さ
ん
。「
歌
が
う
ま
い
だ
け
で
は
で
き
な

い
、
奥
の
深
い
芸
」
と
語
る
。
独
学
で
相

撲
甚
句
を
学
び
、
節
ご
と
に
不
知
火
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
威
厳
と
哀
調
を
込
め
る
。

イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
の
舞
台
で
響
く
そ
の
声

に
は
、
町
の
人
々
の
誇
り
が
宿
る
。「
唄

え
る
限
り
唄
い
続
け
た
い
」
帆
保
さ
ん
の

声
は
、
今
も
不
知
火
の
名
を
語
り
続
け
る
。

11
月
２
日
、
大
津
・
菊
陽
・
西
原
・

益
城
の
４
町
村
が
合
同
で
開
催
し

た
「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
周
辺
こ

ど
も
相
撲
教
室
」。
会
場
で
は
、
宇

良
関
ら
木
瀬
部
屋
の
力
士
た
ち
が
、

四
股
の
踏
み
方
や
す
り
足
を
楽
し

く
教
え
、
笑
い
声
が
土
俵
に
響
い

た
。

　

そ
の
一
角
に
は
、
不
知
火
光
右

衛
門
の
展
示
も
設
け
ら
れ
た
。
大

津
町
が
生
ん
だ
横
綱
の
名
を
伝
え

よ
う
と
、
顕
彰
会
は
町
内
外
で
活

動
を
続
け
て
い
る
。

　

不
知
火
光
右
衛
門
顕
彰
会
は
、

不
知
火
光
右
衛
門
の
功
績
を
今
に

伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
先

日
は
、
小
学
校
の
地
域
学
習
で
光

右
衛
門
を
紹
介
し
た
。「
そ
も
そ

も
相
撲
を
見
た
こ
と
が
な
い
子
ど

も
が
多
い
こ
と
に
驚
い
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
知
る
き
っ
か
け
を
つ
く

り
た
い
」
と
会
長
の
佐
賀
文
男
さ

ん
。「
光
右
衛
門
の
名
を
大
津
に

し
っ
か
り
根
づ
か
せ
た
い
」
と
語

る
の
は
、
副
会
長
の
帆
保
信
也
さ

ん
だ
。
近
年
は
郷
土
力
士
の
台
頭

で
相
撲
が
再
び
注
目
さ
れ
る
場
面

も
増
え
て
い
る
。〝
地
元
の
宝
を
、

地
元
の
手
で
守
る
〞
そ
の
思
い

が
、
顕
彰
会
の
活
動
を
支
え
る
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
。

不
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火
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門
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彰
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年
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声
に
の
せ
て
ふ
る
さ
と
を
唄
う

相
撲
甚
句

大津町歴史文化伝承館大津町歴史文化伝承館大津町歴史文化伝承館
（大津町大津1109番地）

開館時間 :午前９時～午後５時
（最終入館午後４時半まで）

休 館 日:月曜日・年末年始
（12/29 ～１/３）

電話　096-293-4100　
FAX　096-293-4101

ະ౶ֲ࢕غ ࿝מ
し ら ぬ い こ う え も ん

とは？
はらのみねまつ

大津町が生んだ第十一代横
綱。土俵入りの「不知火型」の
大成者で知られる。

不知火光右衛門のあゆみ

う

ら
ぜ
き

は
や
し

う
た

き  

せ

顕
彰
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

細川藩お抱え力士となり、翌年「不知火
光右衛門」と改名。

現・大津町下町に生まれる

（本名 原野 峰松）。
草相撲で名を轟かせた祖父の血を引き
優れた体力と力で他を圧倒。大阪で修行
後、江戸へ上り、殿峰五郎の名で幕下入り。

39歳で吉田司家より第十一代横綱免許
を受ける。幕内在位27場所中、優勝３回。
横綱として６年間在位。

引退し、大阪で不知火部屋を創設。

55歳で没。墓は大阪市と故郷・大津町下
町に建つ。

郷土が誇る横綱

実力・品格・華麗さを併せ持
ち「白鶴の翼を張れるがごと
し」と称えられた。

力と美を備えた名力士

引退後は大阪で不知火部屋
を創設。相撲界の発展に尽く
した。

次世代に道を開いた指導者

顕彰会がその功績を語り継
ぎ、町の誇りとして生き続け
ている。

今も受け継がれる精神

1825年

1856年

1863年

1869年

1879年

大
津
町
下
町
に

　
　
　

横
綱
が
い
た
！

二代目唄い手

帆保 清信さん
ほ    ぼ    きよ のぶ

帆保 信也さん
ほ    ぼ    のぶ  や

不知火光右衛門顕彰会

副会長 佐賀 文男さん
さ    が    ふみ  お

不知火光右衛門顕彰会

会長
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しんがりみねごろう

相
撲
甚
句
「
大
津
名
所
」
の
歌
詞
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▲ホームページは
　こちら
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